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連続するオー プンスペースにおける共有形態に着目した滞留行動分析

1 . 研究の背景と目的

街角のオープンスペースでは， 一人で読書をした り，

友人と会話をした りと人々は思い思いの時間を過ごし

ている． このような行動は何気なく行われているよう

で， 利用者は居心地の良い場所を選択し， 周辺の環境

に応じた振る舞いを行っている． これまで数多くのオ
ープンスペースに関する研究がされる中で， 空間と人

との関係の検証が行われてきた ． 場所の形態と知覚の

関係を明らかにした ものとしては， 芦原 1)の著書に代

表される研究がある．林田ら判ま， 「居心地の良い場所」

について調査を行い， 人間と環境との関係の実証を行

った ． 小林ら 3）は， オーフ
。
ンスペースの設計コンセプ

トを論じることで、空間の質について言及した ． また ，

北山 4）らは， 人々の行動と場の認識との関係を類型化

した 一方で， 空間における共有形態に着目し， 利用

者の行動から場の特徴を見出し， 新た なオープンスペ
ースを生み出す際の知見となるデータを得ることも重

要であり， このような研究は多くない． 本研究では，

九州新幹線の全線開業に合わせて新しく整備された ，

熊本駅前の市街地再開発地区のオープンスペースを対

象とする． 対象地は大きくひと繋がりの空間ではある

が， 交差点音［1から建物の中庭や水辺と異なる空間の質

を持つ広場が整備され， 利用者にシームレスな居場所

の選択性があることが特徴である．

このようなオープンスペースに対して， 利用者の詳

細な観察より 4 つの広場の滞留行動の実態を把握し，

使われ方の違い等からそれぞれの空間の質を比較する．

この結果を元に， 空間の中で他者との距離やj貯留の仕

方をどのように選択しているかを記述し， 全体におけ

る各広場の位置づけや， 周辺環境との関係を考察する

ことで， 今後のオープンスペース設計の一助となるデ

ータを得ることを本研究の目的とする

2. 研究の対象と手法

(1)研究の対象

再開発地区とその周辺には， 駅側から 「交流広場」，

「アトリウムJ， 「パティオJ， 「 水辺広場Jという4つ

のオープンスペースが連なっている（図 － 1) 「交流広

場」は道路線形の変更によって生じた交差点の隅切り

を活かした 多目的利用のできるスペース， 再開発地区

内の 「 アトリウム」は公益・商業棟（A棟）と権利者

棟（B棟）に挟まれたスペース， 同じく再開発地区内
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図 － 1 調査対象と調査地点

の 「 パティオ」は住宅棟（C棟）と権利者棟に挟まれ

たスペース，「水辺広場」は再開発地区の前面を流れる

坪井川の親水スペースといった 特徴がそれぞれある．

現在は， 「水辺広場Jから坪井川上下流への通り抜けは

出来ないが， 春日橋橋詰と接続し， 住宅棟のエントラ

ンスと繋がっている． 上述した4つのオープンスペー

スを本研究の対象とし， 加えて 「 アトリウム」と「 パ

ティオ」の間にある公益・商業棟の 「エレベーター前」

と「パティオ」と 「水辺広場」の間にある「喫煙所」

を特徴的なスペースとして位置づける

(2）調査概要

前述した 4 つのオープンスペースと2つの特徴的な

スペース（A～F）を傭撒できる図 － 1の6箇所（a～f)

lこ一人ずつ調査員を配置し3 各自が写真撮影， ボイス

レコ ー ダーによる記録を行い， 補助データとして同時

に4台のビデオカメラで、定点撮影を行った ． 調査日は














